QUEST 九州ITS利活用研究会(QPITS)
Practice group of ITS in Kyushu
【第２回研究会用参考資料】 eq \o\ac(○,案)
(1) 研究会発足の背景
ITS（Intelligent Transport Systems）は、交通安全、渋滞対策、環境対策などを当初の目的として発展してきた人と車と道路とを情報で結ぶ技術です。すでに多くの高速道路で実現されてきており、医療や農業の分野でも利用しようという動きがあります。　
東日本大震災では、情報伝達の遮断などの問題もあり、強固で柔軟性の高い社会基盤作りが求められています。この研究会では、車だけではなくその他の公共交通機関も含めた、九州内の産学官が一体となり、活気がある住みやすい街づくりを目指した次世代システムのグランドデザイン作成、実証実験の実施準備、関連機器を含めた組込みシステムの開発、海外展開を研究課題としています。
(2) 研究会の目的
1 ITSを社会基盤とした、九州における実用展開シナリオの作成

2 ITSおよび周辺技術・関連機器・アプリケーションに関する相互情報発信

3 関連機器を含めた組込みシステム、アプリケーション、サービスの実用性を確認する実証プロジェクトの準備

※実証プロジェクトについては、研究会をベースとしながら体制を再構築し、来年度以降の実施を目指します。
(3) 研究会のコンセプト
 ITSビジネスを３層構造に仮定し、単一事業業者による既存ビジネスと技術を幅広く組み合わせ、これにより実現される新しいビジネスを新規ビジネスとしてシナリオを作成して実施していきます。
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(4) 研究会の実施計画

■スケジュール
2011年度：
シナリオを完成させ、2012年度に実施するものを決定

2012年度：
実用展開プロジェクトの実施
2013年度：
ITS国際会議での発表および事業化を目指す

■プロジェクトの考え方

プロジェクトイメージについて図示します。
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(5) プロジェクトの視点
a. ターゲット層が明確となっていること
b. 単なる技術検証ではなく、「事業化」への方向性が打ち出されていること
c. 九州・日本にとどまらず、世界（特にアジア）展開への道筋が明確なこと
d. 他地域のスマートシティ／タウン構想と重複せず、連携しながらも独自性があること

(6) （仮）目指すITSを利活用したコミュニティの姿
「福岡ITSスマートタウン構想」
　福岡・博多地区は、東京など日本大都市圏のように鉄道のみで移動できる地域（日本型大都市）、あるいは自動車で移動することを基本とした地域（欧米型大都市）と異なり、バス、鉄道、高速鉄道、タクシー、自動車、自転車、空港、港湾がコンパクトな地域に集積した今後のアジア型大都市の典型的な姿であるといえます。
　多くの若い学生・生徒から年配の方々が住む発展を続ける大都市である一方、九州のみならず日本全域および外国から多くのお客様も訪問する地域でもあります。
　しかしながら、平時だけではなく災害発生時にもスムーズに移動できる「安全、安心できる」街づくりができているとはいえず、ITSを活用した「交通」「地域情報」「観光」「災害対応」「地域医療」に関する新しいシステム（人を中心に考えたITSスマートタウン）づくりを目指していきます。
